
評価対象 評価項目 具体的数値目標 今年度の方策

保護者

児童

地域     職員     児童  
94.12% 100.00% 92.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
100.00% 100.00% 100.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
92.86% 87.50% 96.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
― 85％解消率100％ 100.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
100.00% 100.00% 96.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
― 100.00% 96.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
― 100.00% 88.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
92.31% 100.00% 100.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
100.00% 100.00% 100.00%

保護者

児童

 保護者   地域     職員     児童  
100.00% 100.00% 100.00%

保護者

 保護者   地域     職員     児童  
96.00%
80.00%

100.00%

１学期に続き、おおむねよい結果が得られました。学校生活の中で異学
年との関わりを深めながら、自分らしさを発揮することができています。
一方で自分のよさや好きなことを家庭で話す機会が少ない児童が数名
いるという課題があります。学校では児童が自分のよさに気付くことがで
きるような声がけを大切にし、自己有用感を高める取組を大切にしま
す。また学校から家庭へ児童のよさについて、話題となるような情報発
信ができるように努めます。

児童

学級や縦割り班の活動で自分の役割を理解して進んで活動して
いる。

自分の良さや好きなことを家の人と話すことがある。

92.00% 100.00%

登下校のとき安全に歩いたり、きまりを守ってスクールバスに乗った
りしている。

96.00%

Ⅵ
自己理
解・生き
方につい
て

11　自分のよさに気
づき、夢や希望を
持った児童が育っ
ていますか。

⑪自分のよさや好きなこ
と、自分の可能性を伸ば
すことについて、学校や
家庭で話したり考えたりし
ている児童が90％以上
である。

＊学級や縦割り班の活動を通して、集団の中
で自分らしさを発揮できる機会をつくります。
＊当番活動や様々な係活動を通して、自己
の役割を理解し積極的に行動できる力を伸
ばします。
＊自分たちで計画を立て、責任をもって取り
組む場面をつくります。
＊様々な生き方や仕事に接したり考えたりで
きるような機会をつくります。

学校や学校以外の様々な活動を通して、お子さんのよさが発揮さ
れていると思いますか。

教室・校庭・体育館で危険な場所があった時、気をつけることがで
きる。

100.00%
学校は通学路やバスの安全な乗り方など登下校の安全確保のた
めの取組ができていると思いますか。

２学期初め及び末に登校班会議を行い、安全に登校するための目標を
決め、振り返らせる活動を行いました。また、11月には熊鈴を全児童に
配付し、児童が安全に登校できるよう配慮しています。３学期は、路面
の凍結等も考えられるので、具体的な場面をとり上げて安全に登下校
ができるような指導をしていきます。

Ⅴ
安全確
保・施設
設備に
ついて
（安全な
学校)

９　学校の安全対
策はとられています
か。

⑨避難、救護などを想定
したシミユレーションを定
期的に行い、危機対応の
見直しを図っている。

＊不審者・火災・地震等に対する対応
訓練を計画的に行います。
＊危険回避能力を身に付ける指導を
計画的に実施していきます。

学校は避難訓練や不審者対応などの安全指導を計画的に実施で
きていると思いますか。

２学期は、地震に対する避難訓練を２回行いました。12月の避難訓練で
は、休み時間に非通知で行いましたが、どの児童もその場に合った対
応ができました。また、自転車安全講習を、３年生以上の児童に行い、
運転技能の向上に努めました。３学期には不審者対応の訓練を行い、
安心・安全な学校づくりに努めます。

10　登下校時の安
全対策が取られて
いますか。

⑩安全に注意して歩いた
りバスの中で安全に過ご
したりできる児童が100％
である。

＊通学路の安全点検を定期的に実施しま
す。
＊バスの安全な乗り方について指導していき
ます。
＊その都度危険情報を示して指導を行いま
す。

学校ではおおむねよい結果が得られました。学校での外遊びを奨励す
る取組を継続するとともに、児童が運動する習慣を身に付け、家庭や地
域でも積極的に運動に取り組めるよう工夫しながら、引き続き指導をし
ていきます。

一週間のうち平日４回以上、休み時間や放課後に外遊びや運動
を行っている。

92.00%

８　児童の体力の
向上を考えた取組
を行っていますか。

⑧休み時間や放課後に
外遊びができる児童が
95％以上である。

＊業間休みを長めに設定し，運動や
遊び環境の工夫，体育や体育的活動
と連携させた指導を生かした取組を行
います。

お子さんは、学校や地域の中で積極的に運動したり、遊んだりして
いると思いますか。

学校保健委員会で提案した取組を運動会や持久走大会と関連させ、
児童の意欲も高めながら体づくり運動に取り組みました。２回目の体力
テストの結果も向上し、よい効果がみられました。体力向上のためには、
継続することが大切です。今後は保護者の協力も得ながら体づくり運動
に励む児童がより多くなるよう工夫して取り組んでいきます。

学校や家で進んでに体づくり運動に取り組んでいる。

80.00%

自分から、家庭学習（宿題・読書を含む）を、きちんとしている。

92.00%

Ⅳ
健やかな
体につい
て
(たくまし
く)

７　児童の健康を考
えた適切な取組を
行っていますか。

⑦自分自身の体の動き
の特性を知り、体づくりに
励む児童が80％以上で
ある。

＊学校保健委員会を通して、全校で
体づくりに取り組んでいきます。
＊体育部と連携し、体力テストの結果
等を活用しながら、継続して実践でき
る支援をしていきます。

お子さんは、学んだことをいかし家庭でも積極的に体づくり運動に
取り組んでいますか。

授業はわかりやすい。

96.00%
お子さんは、家庭学習（宿題・読書を含む）を自分で決めて行って
いますか。

よい評価が得られました。これからも「家庭学習の手引き」を基本とし家
庭でのよりよい学習習慣を身に付けられるよう、学年に応じた指導を続
けていきます。また、他学年の自主学習の取組にもふれることのできる
場を設定し、目的意識をもたせ家庭学習の質の向上を目指します。

Ⅲ
確かな学
力につい
て
(かしこく)

５　授業は、わかる
授業となっていま
すか。

⑤「授業がわかる」と答え
る児童が90％以上であ
る。

＊小規模校の利点を生かして一人一
人の学習状況を把握し、きめ細かな授
業を行っていきます。

お子さんは「授業が分かりやすい」といっていますか。 １学期に続き、目標は達成しています。今後も、少人数であることの利
点を生かした指導を工夫しながら、楽しくて分かる授業の実践を継続し
ていくとともに、さらなる学力の向上を目指して、児童が自らの学びを実
感できるような授業づくりに取り組んでいきます。

６　家庭で学習をす
る習慣が児童に身
に付いています
か。

⑥家庭で自分で決めた
学習(含宿題)や読書など
をしっかり行える児童が
90％以上である。

＊懇談会や学年だよりで家庭学習の仕方・例
示・紹介を行い、学習習慣を身に付けさせて
いきます。
＊「家庭学習の手引き」を活用し、家庭での
自主学習の内容の充実を図っていきます。

友達関係で悩んだ事例がありました。この事例は、早期に解消していま
すが、悩んでいる児童が相談しやすい環境作りやいじめの未然防止・
早期発見・早期対応に学校全体で引き続き取り組んでいきます。

２学期のあいだ、人からいじめられたことはない。

96.00%

家族や地域の人たちに、いつも気持ちのよい返事やであいさつを
している。

92.00%

４　いじめのない学
校づくりのために取
り組んでいますか。

④いじめの発生予防に
努め、いじめの解消率が
100％である。

＊小さい出来事も見逃さないように、
日常の観察をしっかり行い、毅然とし
た態度で指導を行います。

お子さんは、今学期になっていじめを受けていませんか。

Ⅱ
豊かな心
について
(やさしく)

３　気持ちのよい返
事やあいさつをす
る児童が育ってい
ますか。

③気持ちのよい返事やあ
いさつができる児童が
90％以上である。

＊全体指導や日常的な学級指導、道
徳の時間の充実を通して継続的な指
導をしていきます。

お子さんは、家族や地域の人などに気持ちのよい返事や挨拶をし
ていますか。

全体的には、よい結果が得られましたが、場面や立場が変わると自分か
ら気持ちの良い挨拶や返事ができていない様子も見られます。学校全
体で様々な場面を活用し、いつでも、どこでも返事や挨拶ができるよう
に指導していきたいと思います。

２　保護者が学校を
理解したり、協カし
たりしやすい環境
をつくっています
か。

②授業参観後の懇談会
に出席している保護者が
90％以上である。

＊学校公開日・日曜参観を設定した
り、参加しやすいＰＴＡ活動を行ってい
きます。また、職員はいつでも悩みや
意見を相談しやすい対応を心がけて
いきます。

学校行事や授業参観・PTA活動などは参加しやすいと思います
か。

保護者も大変協力的で、大変よい結果が得られました。引き続き、学校
行事や授業参観、PTA活動などへの参加の呼び掛けを積極的にした
り、相談を受けやすい対応を心掛けたりしていきます。家の人や地域の人が業前や学校行事や授業参観などによく来て

くれる。

96.00%

学校だよりや学級だより・連絡帳などで学校や自分のことが家の人
によく伝わっている。

 保護者   
100.00%

結果上：1学期　下：2学期　(数字％は「Ａよくあてはまる」「Ｂだいたいあてはまる」の合計値)

Ⅰ
学校・保
護者・地
域の連
携につい
て

１ 学校や児童の様
子を保護者に伝
え､理解を得ていま
すか。

①「学校や児童の生活の
様子がわかる」と答える
保護者が90％以上であ
る。

＊学校だより、学年だより、ふれあいテ
レビ、ウェブサイトで学校の方針や様
子を効果的に伝えていきます。

学校は各種たよりや通信物・電話・連絡帳・ホームページ・なんもく
TVなどを通じて、保護者への連絡をきめ細かく行っていると思いま
すか。

大変よい結果が得られました。本校の教育活動をその都度伝えられた
のではないかと思います。引き続き行事等を中心に教育活動の様子を
伝えていきます。また、子供自身が家族との会話の中で学校のことを話
すことも大変重要です。そのきっかけになるような発信の仕方に努めて
いきます。

２学期学校評価の考察と改善策について
平成２８年度　南牧小学校学校評価システムの羅針盤 アンケート例示      上：保護者用　　下：児童用    

２８年度２学期の考察と３学期の改善策


